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Karo, the top-ranking retainer serving a feudal lord in early modern Japan was indispensable for stable 
operation of the domain. However, many of studies discuss how major retainers were involved in a 
feudal lord to become Karo in early modern period and there are few studies featuring Karos the mid-
to-late period. 
This paper focuses on the Karo system in the mid-to-late modern period. In this paper, "Karo system" 
refers to the official services of Karo and various systems that supported the existence of Karo. In 
order to study into the system, this paper picks up the case of Toshiyori (which is equivalent to Karo 
in other feudal lords) of Maeda family that governed Kaga domain. By analyzing how the Karo system 
was organized, the official services of Karo, relationships of Karos involved in the system and histories 
and mentality of respective families, etc., this paper clarifies what Karo was in the mid-to-late modern 
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 第 6 章「一八世紀後半における前田家の家臣団と人選」は、18 世紀後半の前田家家臣団に
起きていた風俗の乱れの原因が年寄・家老の人選にあるとする認識に着目する。年寄のみなら
ず、家老にも広がる世襲制や家格重視の役職就任制という弊害が指摘されながらも、ついに制
度が変更されるにはいたらなかったことを論じている。 
 第 3部「年寄の「家」と由緒」では、年寄を構成した各家に注目し、藩主や年寄の間でそれ
らの家の由緒がどのように意識されてきたのかを明らかにしている。 
 第 7章「奥村宗家の養子からみる「家」関係と「家」意識」は、年寄家である奥村宗家が、
家祖永富以来、前田家を支えてきたという輔翼的行為に対する譜代意識をもち、同家の養子を
すべて永富の血筋を継承する奥村支家から迎えていたことを明らかにしている。 
 第 8章「前田家の蟇目役と奥村家」では、奥村家が家職として勤めていた蟇目役に注目して
家意識をさぐる。蟇目役とは、藩主前田家に関係する者が出産や病気の際に、鏑矢の一種であ
る蟇目を射る辟邪の儀礼的行為である。蟇目役を勤めるのは「家柄」によるものであり、奥村
家だけが勤めてきた家職であるとする強固な認識をもっていたことを明らかにしている。 
 第 9章「村井家の相続観念と「御家」」は、村井家の事例から年寄の家意識にせまる。村井
家では、綱紀が残した意向を根拠として、正統な血筋で家の再生産を保証しようとする意識が
高かったことを指摘する。さらに、綱紀期は、家臣に由緒を提出させ、新たな役方・番方職を
創出し、家臣を家中に包摂させた「御家」の確立期であったと位置づけている。 
 終章「成果と課題・見通し」では、これまでの論述を整理し、加賀前田家における年寄制の
確立と年寄の家・年寄制を支えた秩序・諸制度についてまとめている。特に、年寄制をふくむ
加賀藩の職制や藩政の基礎が 5代前田綱紀によって創出されたこと、この綱紀の定めた年寄制
や家老の人選といった諸制度が祖法化し、諸矛盾をはらみながらもついに変更されることなく
幕末を迎えたこと、綱紀の存在は後世にまで大きな影響をおよぼし、年寄の各家の由緒と強く
結びついて世襲制という閉鎖的で安定的な家の存続を実現させていたことを論じている。 
本論文の意義と課題をまとめると、第 1に、加賀藩年寄に関する膨大な史料を博捜し、丁寧
な整理を施し、緻密な悉皆的データにもとづく膨大な図表を付した労作である。巻末の約 50
ページにわたる図表や系図は、提示の仕方に工夫を要するものの、今後の加賀藩研究において
必携の資料として活用されるものと思われる。 
第 2に、これまで先行研究が手薄な近世中後期の加賀藩の職制を実証的に論じた研究として
秀逸である。特に（1）家老研究を整理し、保科後見期における重臣制を論じた上で、貞享の
職制改革と年寄八家の誕生の歴史的経緯がクリアになった。加えて、（2）番方（人持組）と役
方（家老）の有機的関係をたどり、（4）陪臣叙爵制度を利用した藩内秩序、さらには（5）各
家の養子相続を通した祖先観・家意識にもとづく近世中期の世襲制維持システムの解明を進め
たことで、藩や大名、年寄といった家の安定的で持続的な存続をもたらした背景が明らかにな
った点も高く評価したい。 
第 3に、奥村・村井家を素材にした年寄の家の問題にほとんど初めて着手した成果である。
日本近世史研究では、19世紀の村の由緒の研究に加えて、幕末の大名家の顕彰、17世紀の寺
社の由緒論がさかんになりつつあり、年寄の家研究には実に豊かな可能性を感じさせる。他の
年寄家にも目配りをしつつ、より個別的・具体的事情に肉薄しながら、年寄の家がもつ特権や
特質を徹底的に抽出してゆく必要があるだろう。 
第 4に、加賀藩における職制や藩政の基礎、さらには年寄各家の家秩序・由緒の根拠が、あ
らためて前田綱紀という個性に帰結するという指摘はきわめて興味深い。綱紀期の八家や家老
をはじめとする藩内秩序の実態に、どのような矛盾やひずみがあったのか。藩主権力の強い職
制への改革を構想していた綱紀がいかにして挫折し、その後の藩主権力をどのように規定した
のか。綱紀という存在が後世にひとり歩きをはじめ、綱紀の職制や藩政が規範化・祖法化し、
年寄の各家の由緒や祖先観に絶大な影響力をおよぼしたのはなぜなのか。幕藩制への展望をも
った見通しを立てて論じてほしい。 
 そのほか、「体制」概念や「年寄」「年寄制」「年寄政治」のちがいなど、表記や論述、構成
に熟さない箇所が見受けられること、特定の時期の制度の静的な分析にとどまることなく、意
思決定の実態などの動的ダイナミズムを論じ加えるべきであること、個別事例研究の蓄積だけ
にとどまらず、江戸中後期の幕藩秩序という大きな枠組みで展望することが望ましいとの意見
も出された。とはいえ、これらの多くは、本論文の実証的分析がもつきわめて高い評価を損な
うものではなく、今後、論者がさらに精緻な検討を加えてゆくべき課題と位置づけられる。 
以上の評価をふまえ、慎重に審査した結果、審査委員会は全会一致で本論文を博士の学位を
授与するに値する内容を備えていると判断した。 
